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研究成果の概要（和文）：本研究では基課題となった基盤(C)の研究課題を拡充する目的で、フランスの大学
University of Pau et des Pays de l'Adourに2016年10月から翌年9月の期間で滞在し、Richard Chbeir教授と
国際共同研究を行った。
この在外研究において、ソーシャルデータ分析における、SNSユーザのプロファイルと、データのコンテキスト
推定に関する技術体系に関し研究した。研究成果は、当初の目的通り、研究代表者の研究チームによる成果のみ
ならず、Richard Chbeir教授の研究チームの学生の指導を通じて二件の国際会議発表を行う等、相互的な研究の
進捗を達成した。

研究成果の概要（英文）：In this research, I stayed in the University of Pau et des Pays de l'Adour 
in France in October 2016 to September of the following year, related to the Kiban C Project, and I 
did international collaborative research with Professor Richard Chbeir. In this overseas 
collaborative research, I studied the profile estimation of SNS users and the context discovery of 
data in social big data analysis. As a remarkable research result, we conducted a research with the 
students of the University of Pau et des Pays de l'Adour and presented two international 
conferences. We achieved mutual research progress.

研究分野：データ工学

キーワード： ソーシャルデータ
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様 式 Ｆ－１９－２ 

１．研究開始当初の背景 
 
ジオソーシャルデータ分析に関する関連

研究や研究代表者のこれまでの取り組みを
俯瞰して明らかになる事は、クラウド時代・
ビッグデータ時代と呼ばれる新しい時代に
生まれたソーシャルデータの処理が、古典的
な時空間データ処理技術に基づいて分析さ
れているケースが多いという事である。 
例えば、ジオタグが地理的に密集している

エリアを算出する為に使われる代表的なア
ルゴリズムとして 1996 年に発表された
DBSCAN というアルゴリズムが良く使われて
いる。DBSCAN では全てのジオタグが対等かつ
独立した点(Point)として扱われてしまい、
データのソーシャル性が失われてしまう。ソ
ーシャル性とは、ソーシャルデータだからこ
そのセマンティックの事で、例えばジオタグ
とはただの緯度経度情報ではなく、SNS ユー
ザのコンテキストを持った行動のスナップ
ショットであるととらえるべきである。 
しかしながら DBSCAN は、そのソーシャル

性を全く考慮しない結果を出力する。そのた
め、DBSCANとは別にそれらを考慮する仕組み
を取り入れなければならないが、当然ながら
効率的とは言えない 
本研究はこのような背景のもとで進めてい
る科研費基盤(C)の課題を基にし、セマンテ
ィック Web技術やデジタルエコシステムに関
する著名な研究者 Richard Chbeir 教授との
共同研究を行う事により、ソーシャルデータ
分析の、特にコンテキスト理解に関して研究
を進めた。 
 
２．研究の目的 
 
スマートフォン・タブレットの普及と時を

同じくして、ソーシャルネットワーキングサ
ービス(SNS)が我々の身近なものとなり、そ
こで共有されているコンテンツ、すなわちソ
ーシャルデータを利活用する研究はひとつ
のトレンドを形成している。GPS を搭載した
これらの機器は、コンテンツに「位置情報」
を付与して共有する事を可能とし、それを利
用したサービスも多数出ている。例えば写真
共有サイト Flickr では共有する写真にジオ
タグと呼ばれる撮影位置の緯度経度情報を
メタデータとして付与する事ができる。また、
Twitter にも呟きにジオタグを付与する機能
がある。これらジオタグが付与された写真や
呟きは APIを通じて第三者が利用する事もで
きる。我々も Flickr 上で共有されている写
真をクロールし、２億枚からなる撮影位置付
き写真のデータベースを構築している。この
データを使うことにより、例えば観光地にお
いて注目されている場所の抽出や、撮影場所
と被写体の関係性の可視化による観光行動
の分析が可能となる。また、ジオソーシャル
データを用いれば、実地測量や人工衛星によ
る Geological Surveyと同様に地図を描く事

も可能である事もこれまでに示してきた。例
えばジオタグ付き写真のみから、海岸線の正
確な形を推定したり、土地被覆分類をし推定
したりする事ができる。このように観光情報
などの応用だけでなく、基礎的な GIS研究に
とってもジオソーシャルデータは重要な役
割を果たす。 
この様な SNS ユーザの位置情報を用いた GIS
を、研究代表者は Geosocial Survey と呼ん
でいる。そして基課題において、実地調査に
よる Field Surveyや、衛星画像による Remote 
Senceingに続く第三の手法として Geosocial 
Surveyの技術基盤の体系化を目指している。 
 
３．研究の方法 
 
研究代表者および本研究課題による在外

研究の受け入れ研究者であるフランス、
University of Pau et desPays de l'Adour 
(UPPA)の Richard Chbeir 教授と氏が率いる
SPiDER Research Group の所在地である、ア
ングレットキャンパスにおいて、共同研究を
行った。在外研究の期間は 2016年 10月から
2017年 9 月だが、その後も継続的に共同研究
を続けている。本共同研究は、単に研究代表
者の在外研究に留まらず、得られた知見を研
究代表者の研究室の学生にも展開し、日仏の
量研究チームを巻き込んだ共同研究となっ
た。 
具体的には、研究代表者がこれまでに構築

してきたソーシャルビッグデータのデータ
ベースを共有し、それを元に新たなビッグデ
ータ分析技術の実現を目指した研究を行っ
た。また、研究代表者が Richard Chbeir 教
授のグループに属する学生を指導する事に
より、Richard Chbeir 教授の研究シーズで
ある、センサネットワークによる人の行動分
析技術、ユーザのプロファイル推定技術と、
本研究計画であるソーシャルビッグデータ
分析技術の研究の融合を行った。 
 
４．研究成果 
 
本研究計画の成果の例として、次節で挙げた
[学会発表論文⑧]を紹介する。この研究は、
SNS 上で共有されている撮影位置が付いた写
真からなるビッグデータから、自撮りという
コンテキストに着目して、その分析を行う手
法の提案である。本研究は、写真共有サイト
Flickrで共有されている観光地の写真が、風
景・建物・食べ物・人物と、大きく分類する
と、いくつかの主題に大別できる事に端を発
する。 
 近年、特に若者を中心に、インスタ映え・
SNS 映えが流行している。これは、セルフプ
ロデュースの一種であり、、他人からの共感
を受けやすいかどうかに基づいて、自分の行
動を SNS で共有する事である。観光を考える
と、この SNS の流行により、従来の誰もが知
っている有名観光ルートとは異なって、SNS



での口コミがきっかけとなって、大勢が訪れ
る観光地・観光ルートが形成される事がしば
しばある。インバウンド対策を考えても、こ
の SNSによる口コミは無視できず、その分析
手法の確立は急務である。 
 しかしながらここで問題となるのはソー
シャルデータに内包される様々なコンテキ
ストの混在である。例えば観光ルートの代表
的なパタンの抽出を行おうとしても、様々な
動機に基づいたユーザが混在しており、それ
に基づいて平均的な観光ルートを推定する
と、結局は有名な観光地のみから構成される
ルートを推定してしまい、口コミによるボト
ムアップで推薦されるべき観光地が埋もれ、
観光ガイドブックと大差のないものとなっ
てしまう。そこで、本研究では、まず旅行に
関係する Flickr 写真から特定のコンテキス
トに基づいた写真を抽出し、それに基づいて
平均的な観光ルートを明らかにする。例えば、
この研究では「自撮り写真」に着目した。顔
認識を用いて Flickr で共有されている写真
群から自撮り写真のみを抽出している。 
 この自撮り写真とそれ以外の写真の撮影
位置を比べると、異なっている事が分かる
(論文中図 3、本報告書にも引用)。またこれ
に基づいて、平均的な観光ルートを導出した
(論文中図 8、本報告書にも引用)。これによ
り、自撮り旅行というコンテキストにおいて、
訪れるべき観光ルートと、自撮り写真を撮影
すべき場所を明らかにする事ができる。 
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